(が） 


筆を擱くに當り.稼集に研究に多大の鄉好意と御援I力を賜はりすこる天舉臨海 
實験所長大总廣巧丈に厚く感謝の意を表する 0 馬場菊太郎博±には間所滞をか 
終始御厚情を恭ぅし且採集にも萊遊の勞をとられわ0愁に銘記して激黨を聚 
す0又種々有益な御示敎を賜つわな崎橫云博女，池巧単人博かこ厚く街:藉申よ 
げる〇 


日本達を顯目あ脚鬚呂知見補遺* 

髙息春 雄 

C 東を文理科大學動物學敎室） 


§南洋の 觀 

學义臟口晃-^^:が柬巧高等師範擧校南洋研究顏の^員として1940年12巧15因 
山城化で溃演を批帆されろので巧南洋產の嫉の探集を，巧來れげカニムシモド 
キも採つて來て下さる機にぉ願ひして曆いわ。今年1巧20日巧な恙無く且つみ 
数の多足類及び蛛形類樣なを携〜て歸京された。其等の穂品中全蛾岡あび脚鬚 
目關係の4瓶を予に据供された0御炊賴しては置いたもの'^カニムシモドキ探 
取にがかすることは餘り期待出がなかつた义に，それを3頭も採おし旦.つ予に 
は新しい知見を得させて下さつたことを深く感謝致さねば'ならない。4観の巧 
をは ヤへ卞 マサ ソリ 10頭， カ ニムシモドキ3頭である0 

ヤへヤマサソリ LiocJieles axistralasiae く Fabricius, 1775) 

25. XII. 1940コ。ール爲アルミスがにて朽木の樹皮下より幼1琐.1941年 
元目パラホ本島淸水村より朝回がに至る間樹皮下より成れを1煎も L 1941 T 
ルミス村にて巧 下で 成幼共 8 頭を獲られた 0 お 日に 獲た成雌は 背 巧長 7.5 ( 單 
位館)，背甲幅了ふ腹部裝 40, 腹部幅 9, 大腿長 45, 觸鬚長％第 1 ホ脚長け， 


* ネ縮內をの一^は10巧中旬恤臺巿に於ける日本麵學會第【て圓大會席上江崎潍ミ • 
鳥島春椎により「本邦產目知見」•の題下に講演せられる。 
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第 2 ホ脚長14,榮3ホ脚長が，萊4步脚長17•も输狀器の賴数も側8本左側 S 
本で體長（尾がの後腹部の長さを含む）47ぶ綻になり予の檢しわャへャマサソ 
リや避大の備體であクた0义もな崎憐=傅± (1941) の放耗といふのには及が 
ない0 

他に予が檢し得た巧南洋產嫉(之等の巧成賠. A 悉く罕）な次表のかくである。 
化の機がこ懐晶を等贈若しくは貸與せられたる松下傅吾，窩橋敬兰，羽根巧彌 
太，窩桑長興諸巧に謝意を表明する 0 


(種 ち） 

(產 地） 

(娜年月曰） 

(採華數 

(槪が器链製）（標品所藏者） 

マ ダラ サソ i 

> ヤツプ鳥 

パラ ホ群島中 

mi 

羽振®彌太 

右が本左に本 

羽根巧 

ク 

クルク ダー フ冷 1〇41 

(若山)なる無人 
島 

mm 敬吉 

左右共が本 

鳥島 

ヤへヤマサソリ 

1 パラ ホ 

VI. 1937 

羽根邸媽太 

左を共7本 

ダ 

グ 

ク 

ヴ 

か 

// 

ザ 

ク 

// 

' 

ヴ 

ヴ 

ヴ 

ヤ ル… 卜鳥 

か 

— 

板が黃平 

左右共 6 本 

ク 

// 

ク 

— 

ク 

か 

ヴ 

右が損左ち本 

H 

// 

ヴ 

か 

// 

// 

— 

ク 

夕 

左右共6束 

// 

か 

か 

か 

ヴ 

— 

// 

グ 

夕 

テニヤン島 

1.VIII. 1940 

松下傳吾 

左右が本 

夕 

'/ 

か 

3. VIII. 1940 

ヴ 

右6本左7ホ 

な 

ヴ 

か 

4. VIII. 1940 

ヴ 

右5本左6本 

グ 

ホ 

か 

18. VII. 1940 

か 

左を典6束 

ヴ 

か 

ヴ 

ロタ鳥 

ヴ 

8. vm. 1940 

// 

// 

右5本左6本 

ヴ 

，か 

ク 

か 

夕 


— 

ダ 

グ 

サイバン島が. VIL 1940 " 左あ共6本 

S カニムシモド キ巧見補遺 

カニムシモ ドキ Charon grayi (Gervais, 1844) 

H 


本種に闕し目本文として最も詳しい記述は予の T 目本產を磯目ぶ聞曝目 J や 
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のカニムシモドキの條である0—應それを參照して頂くと使利である〇|今回願 
口巧ば3頭を巧しずこので巧南洋產カニムシモドキにして學巧に知られたものな 


次-おのタロく 10 例を算へ巧ること'^なつずこ 0 

何れもパラォ群島での採品たるにお 

附 

ク 

、〇 







性另 IJ 

採集年月 曰 

採集地 

採集者 

標品所臧者 

報吿ち- 

1 

ろ 


ペリリュー島 

長 速 政 

(提 供） 

江崎憐 S 

江崎 リ 9 : が） 

2 

Q 


// 

// 

か 

// 

な 

幼 

6. III . 1936 

々（樹幹にて）江崎が三 

か 

グ 

4 

幼 

10. II . 1938 

パラナ本島 
(樹皮でにて） 

ク 

か 

髙島 (1941) 

ろ 


I . 1929 

パラナ群島 

祝亥子さ 助 

岸旧久ち 

か 

6 


IX . ユ940 

コロール島 

岡部正義 

// 

// 

7 

幼 

IX . 1940 

// 

// 

髙島春雄 

// 

8 

ろ〔後條參照） 

5. I . 1941 

// 

關口晃一 

か 

// 

9 

9 C 後條參照) 

// 

// 

ク 

n 

ヴ 

10 

幼 

// 

// 

// 

ク 

か 


關口 巧は1 巧 5 日コ ロールの屬度 アラカべ サン島の 朽 木の株に てザトウムシ 
らしきを見つけ欣喜して3頭を補獲したがそれにはあらで本種たるに氣附かれ 
たとぃふ〇而して巧は今回の旅巧中丹念の注意にも拘らず遂に譬蟲にはた'^•の 


1回も對面し得なかつたと 
いふ。1頭はると考ふべき 
個體で背甲長2お，背巧幅 
3,腹部長4,步脚長は槪算 
第1が19,第2が8,第3 
が9,第4が 8.5 である0 
次の1頭な雌で（腹部腹面 
に卯襄を保持して居たか 
ら。而して此の個體と前者 



とを比較して前者を雄と判 
斷しわのである）背甲長3 
轮背甲幅ぶら腹部長4,步 


第1圖巧蘭洋產錄の2種 
左がマダラサゾリ，右ボャへャマサソツ，山:處じ 
示しためは共にパラナ產〔佐藤傳 d : 御寄贈寫眞) 
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脚長な槪算第 <1 が 20 •第 2 がみ第 3 が10ふ第4が 9. 5である0も^1頭な 
體長义‘2お程の幼體である0 


予はむ:崎博生が本種南洋に產ずど報ぜられわ記事 (1936) を覚て甫めて山:の 
奇怪なをの蛛形類に注意するに至つたのであるが，該記带中に測お値及び琼眞 






第2圖內南洋產カニムン 
モドキ（約2倍） 

10. II . 1938パラオ本島じて江暗が:！: 
採集のもの〔江巧博±御寄贈寫眞 ] 


を示されてあるので本趣のが體は少くとも 
化の大きさに達せねばならねものと信じて 
居た。今日まで予は本穗の榜口。口としては上 
ま中のがし巧？，樂7例，臺灣般巧巧産の 
1頭.ジャヴ7姑產の!頭を檢したに過ぎ 
ぬが，上述の先入ホに强丈配されて體長 
(巧甲長と腹部おとの合長）10求£位のもの 
なら未だ幼體であると看傲して唔すこ0然を 
に意外にも今回の上言己？は體展7棘であり 
ながら旣に卵襄を保持して居る 0 してみら 
と化の程度でもぶ體である0卯は僅かに7 
個で一重に並んで居6。と方の2個は大き 
く悅圓形で-段徑2お短徑 1.5 锭位，他の5 
個はそれより小さく先づ圓形，前方に大な 
る2個が並び次に3個.次に2個が並び， 
中の3個の中央の1卯は結局他の6卯に鼠 
繞された•檢な位置になる。薄膜にを體被は 
れて雌の腹部腹面一がに髓がつて居る。卵 
囊の直徑4裤。 

上表紫2例は.'江崎博古の测お値を拜借す 
ると體長23お，卯薬の直徑10秘1卯の直 
徑 2.5 おである。今はお燥標品になつて居 


るのでが案•を税證し得ない扩，排列は一重では.なく個數は40が上あるであら 
う。ホジャヴ T 產の頗る躍偉な雌は體長約 25.5 祕卯寒の直 巧 約14祕1卯の 
直徑 2.5 お〇么は標なを硝子板に縛りつけてあるので，矢張り卯装の調擁は不 
便であるが排列は一重でなく個數は80な上あるらしい0そこで關口巧の斑した 
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上を中め紫 & 巧 9 兩例は 
夕鹏の如く見えて實はぶ體 
で向後更に戍長を摸け生殖 
を繰逸1-て第1，第2例の 
如き大きさに到達するので 
はないか i 臆測される〇當 
初は卯ミ中のミ目數は少いが 
後に次樂に卯數か增加して 
巧くのであらう 0 所で第 1， 
ゾ樂2兩例は予だ鼓初に檢し 
得たカ ニムシモ ドキであつ 

たが（江崎が±の御厚志に 
て半歲程拜借しずこ）二次性 
微としては觸鬚腿節の長さ 
とぶ2ホ脚の腿節-度（或は 
ぶ ] 乃ちあ 4 ホ脚の腿節 
お）との比較が偕利だと考 
へ才こ〇此の2例.をて頭唤 
產，ジャヴ7産につき計測 
したのでは次:表のかくであ 


第.：！樹紅這が與產ヵニムシモド争 
鹿野搏±標品棄中の1頭。乾燥標品で針を刺して 
ちる。右の第3ホ脚と左の第1步脚は脫落。斜下 


る0 


から撮つたもの〔原圖〕 
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從ホ予がぶ體と看做しすこものでは踞の觸接腿節長（或は腰節長）>第2乃辜 
が4步脚摧節:良で雌の觸お腿節長=第2乃至第4ホ脚腿節長の關係を肯をし 
ない。隨つて山:の稽度の發育階梯では二か性徵を上記の形質におめるのはす當 
であるといふことになる。 Gcrvais の本穂の原記には次の如くある（'江崎悚古 
栽譯並がに補策 )0 

頭胸部ハ紋レ朕臉後方ハ灣人スル。大随ノ色ハ肉桂色.脚ニハ淡をノ環巧ゲアリ， 


腰部ド面ニハ 


7 

-'斗 
を斗’ 

1 

1 

W 

1を， 

鴻：： 

，簿 

m 

獲 

A 

说 ab の’， JP , 
…■11 ■— 

W ■^イ ■ 

1 

，’ 

*一1 .み，； 

心‘'‘厂]'V ’ 

….ん i-. 

TTV?"*,') 

瑜； £1 .. 

，るおが〜 

ご盗お3 

夕•も.巧 

■ 〜'" ,■,! ツ, 

ゴ知ぶ.‘‘ 

1 W 
- 習' ミ 

W - 

が. 

が 

筵. 

m 

敏 

ミ. 

•? 狐.…"' 

-4^ 

马挪泌 • 


りで； 

癒 k3 

一：_早..叩，--ん巧 

■—A ■一… 

‘1 

尚 

1 


、.' jt かの A . 

- 

ipg 

が黎 

が: 

稼:.' 

会ろ 

h 

1 1"| 一づ 

也一 

巧 T !!; ，こ 

我.;^^ 



同を〔淡を〕ノ點紋ガアル。腕〔觸鬚腿節〕ハ前種 r Phryhus luiwius , 
cheiracznthus } 二化シテ少シク短ク，8〜10 ノ針狀ノ棘ガ其ノ前陳！二2 


巧第二乂トナリ，其 


ノ巧二な個ノ强乂ナ 


棘ガアリ且ツ其等ノ 


間二2〜3備 / ' ソレ 


ヨリ小サイモノガア 


ル。 lit ノ種ハ陛形 
二於テハ Phrynm 


ホ）；腕41如が； 
前腕4 ligne?. 


列二ち巧けセラレル。 


前腕〔觸鬚赔節〕上 

ニハ女台メノ1/3 ノ莱を 
リノ所カラ同數ノ同 
樣ノ棘ガ叢生.シ牛 
f 觸豬附節]二向ツテ 


pdJmaius 二 乂 f { yj [スクレ 

去其ノ鬚〔第1ホ脚〕 
ハー層細長ィ。體 
〔長〕- 5 lignes (0.011 


Cumin ミ巧本種ブ 
Manila (フイリピゾ 


第4圖內南洋產ヵニムシモドネ 
5. I. 1941關口な:採集のもの0上る;椎で下か;問題の雌。 
おに腹面を示す〔原圖〕 


原記に據ると體長 
11おであるから 
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今圆の2頭より大きいが從來の見解をがてすれば幼理と寫做さるべき個體であ 
ろ0 

8 ヤイトムシが縮に産す 

ヤイトムシ科 Schizomidae は次の3藤に岐ずこれ6 〇 
背巧は4梨（を背板は2蚊せず）罕の尾狀附屬物は4節 . 


... トイトムシ驟 た chnomus 

巧巧は5裂（後巧板は2被する）罕の尾狀附屬物は3節 . 

. . . サゾ 、ダ ムシ /截 Trith yreits 

す巧 J は 2 製.則ち後 背板は2岐せず且つ前後兩背あの中間に位する2小かを獄: 

女口.军の尾が附屬物な3節 . ステノクルス驟 Stenoehrus 

jS(eno み rus なな .、'. Chamberlin (1922) により創設された Scbizomidac の染 


3 屬で genotype たる西巧度の ポル！、リコ爲產 ぶ portorieensis Cliamberlin, 
1922を含むのみである。化の屬徵过.が甲前が板は幅;狹く且つ窩 <，中央から 
夫々の端部に巧ひ幅が■狹をり（屬を皆な崎博壬の鄉敎示に撼れげ體の幅狹き意 
である），後がおは壓をされすこ形で2岐おず，前後兩が扳の中閒に位すろ2小が 
(中巧板）を缺如するのが网覺をしい。罕の尾狀附屬物な3節であを。 

Sch な otm な は種数は寧ろみいが熱帶 • 亞熱帶地方に化くか-がし U 巧9年までに 
世界に知られるもの次の14軒!である0 

1 Schizomus crasdcatcdatm (C. ； nibndj?e, 1872)* Ceylon, Liberia ? 

2 S. simonis Hansen, 1905 Venezuela ( 鬧米） 


3 反 flavescem Hanser, 190,5 

4 S. disjpar Hansen, 1900 

5 S. msignis Hansen, 1905 

6 S ‘ laii'pe^ Hansen, 1905 

7 S. moniantLS Hansen, 1910 
8 尽 sauteri Kraepelm, 1911 
9 S. cavemicola Gravely, 1912 


Venezuela . 
A'a.Unique (西が度諸廣） 
Martinique 
Seychelles 
K り imandjar 。 （アブリカ） 
Formosa (0 本） 
Moulinein ( ビルマ） 


10 反 similis 打;が，1910 


居れ . を - helles 


11 S. guatemalensis Chamberlin, 1922 
12 反 srijueneis Gravely , 1924 


(xualeraala ( 中ホ） 

A 巧 : xni ( インド） 


* 反 ienuicaudaiu^ (Cambridge, 1872)は本種の罕なること判明して解消 0 
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なぶ anliltis Hmon, 19•。ぶ C3ubjr ( 西巧巧諸を） 

14 S. cavemicofens Chaniberiia et Ivie , 3938 Yucatan ( 中ホ） 



即も中米. 贿 •ホ:. アフリカ. インドからビルマに及び.採集の巧屆かない故で 
あらうが柬亞からは謹灣から Schi 玄 mils aau'eri 即ちヤイトムシ扩知られるの 
みである。ヤイトムシは Hans Sauter は高雄で夕數のろ. 9及び幼體を踩集 
しすこのである力-邦人では後に加胳正お巧が臺化州 i 林郡芝山巖で3頭採集した 
きりである。然るに江崎博±の鄉厚蔥にて沖繩本烏產みん•が WW 標品を借質す 
るを得&ん•が觀さの帝闕版障!內に於ける產地として新に沖规本篇を加〜得ずころ 


第5圃臺灣產ヤイトムン9 
加藤巧採集のもの0觸鬚巧びちの第:!，第 
4兩步脚ははみ化して仕舞つた0右の第2 
ホ脚は脫お〔高島より〕 


は幸甚である0 3頭共？で同嵩首里 
巧にて當質禍化氏採集（採集年巧曰 
不峭)，當眞巧よ、りな崎悚±に贈られ 
たものである。予は宋だに本種の S 
を檢し得ない0之:等の3頭は一先づ 
ヤイトムシと為おした0 

庭]巧した1頭に就いての計測では 
(單位挥)背巧-挺0 7も乂腮接 0.3 ，觸 
毅長〇乂腹部お0心，尾狀突起物長 
0.1 了，巧1ホ脚お1•旅，が2步脚長 
0.9, mo 步脚長0•弓2,樂4か卿長 1.2 
が他の2頭では體長（但し前常板 
ホ端より尾狀突起物末端をでの長 
さ） 2.6 耗である。巧甲は4かにみ岐 
する。前背板は著大，ホに S 角形の 
ル板が1對あり，後背板は正中に縫 
合があり2岐して居るかに見える0 
予が僅か4頭の Schizomus を披つた 

のでは餘り庭い屬徵とは申せね様で 
Kmepeliii (1911) が此の標徴よりも 


婚の尾狀附屬物4節なるを Schizomus , 3飾なるを Trithyreu ^ とすべしと論じ 
わのは: t もであると思ふ 0 然るに Hilton (1933) は尾狀附萬物の節數は良い着 




( 95 > 


腿にはならね，夕くの Triihyrem は成程3節だがカリフホーニァ產につき自 
かか綱べたのは明かに4節である，旦つホ Schizomus の多くは4節であるけれ 
共キ3：—バ虛がの他自分のおつわのは3節である，矢張り廳微は後背板のみ岐 
に據るに限る*として居る0 Hilton It Schizomus ではな背扳は1が:と明示し 


て居るからヤイ 
トムシを檢しれ 
ら恐らく Trith - 
yreus とするで 
あら5と«、測)さ 
れるが，出:の問 
趨の解狄は僮か 
4頭位し力、檢し 
妈似予などがを 
嫁巧來ることで 



はない〇た^’ 

Schi 艺 omu さ }: i T- 

ritkijreus とを同 

一屬の迪屬と認 
める說 （Hansen 0 • 3 nwi 
ぷ Sorensen , 

Gravely ) には 
予も赞 慰を表す 



るのである〇觸 


鬚は6節より成 
るが觀には背巧 
下に隱れてぶえ 
ない基節を除い 
てある〇轉節は 
腿節と關節する 
迹くに下方に巧 



第6廚沖繩求島產ヤイトムシの觸幾及び步脚を示ず 
何れも左側のものにつき上面觀〇上より順に觸幾，第I步脚， 
第2ホ脚，第3步脾，第4步脚 [ 原圖〕 



< 96) 


く 1 小棘がある。谢節な末端に 1 爪をみへ興のおさは谢擲長の略々半に達すを 
も，趟は下ホに蠻曲して居るもの、上面觀であるから短く晃える0爪の後下お 
に 1 雙の棘がある0步脚は瓣 1 對は J 巧長で鞭狀を成すがが 4 對のものより:豁し 
くは長くない。6節で5節目腑節より2味の聽をを把して居ろ。6節问谢節は 
中央より少し前方でみ巧を示しが下6小節に岐れる。末端に爪を缺く。第2乃 
至第4對は何れも7節より成り聽毛•を1本宛がへ端節げ3都で末端に1鐵の鉤 
爪を具へる。巧4對の腿節は發脊顯當で授さは幅の 3. rM をを超える0 
一方サハダムシ 顧は 種數 20を 超え熱帶.亞熱帶地方に み布は 沉 ，い。 
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Trlthyreus grass’d ぴ ho が化 1889) 

Burma 

2 

T. 
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Burma 

S 

T. 
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suhoculatus Pocock, 1900 

Ceylon 

5 

T. 

africanw^ Hansen, 1905 

Tropica] "West Africi 

6 

T. 

s Laviensis Hansen, 1905 

Bangkok ( タイ） 

7 

ソ，. 

ぶ )? でがパけ Hansen, 1905 

ド ingap り re 

8 

r. 

Juzonicm Hansen I 谷 05 

。はか、(フ < リピン) 

9 

T ‘ 

パ av; リの ' Hansen, 1905 

わ mg 叩 ore 

10 

T. 

mndcfitiLs Hansen, 1905 

Ne,v Guinea, New Britannia 

11 

T. 

hafjncdlil Jacksor, 190S 

Lor. (ion が 

12 

T. 

む " 化 / 化 s (Gravely, 1911} 

Calcutta 

13 

T. 

peradeniyensis (Grave]v,1911) 

Ceylon 

14 

T. 

vittafiis (Gravely, 1911) 

Cevlon 

15 

T, 

(jrani (Gravely ， 1912) 

Ceylon 

16 

r. 

kkarafjpurensls (Gravely, 1912) 

Bengal 

17 

T. 

per plexus (Grave! ア , 1915) 

Ceylon 

18 

]’• 

bijxfoni (Gravely, 1915) 

Ceylon 

19 

T. 

parvus Hansen, 3921 

West Africa 

20 

T. 

brevkauda Hansen, 1921 

West Africit 

21 

T. 

cavernicoI<i Hanten, 192G 

おユ st Africa 

22 

T. 

^fieyquierei Giltay, 1935 

-Belgian Congo 


Kew Gardens で採巧されたもの故自然のみ布をますものではないでもらう 0 
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23 T. m-'isonl ("himiberlin, 1939 Arizona 

タイ，シンガボ…ル，ブィリピンから4薇知られて原ること故本邦版腳巧 で Jfl 
が區或はを辨 ft むこ入るベき地方に楼.致して何等不思議は無いのである 〇 併し現 
をホでの所ル笠願島から Trithyreus scmadai Kisluda (MS.) といふのが豫報 
されて©るこ過ぎない。 sawadai に該當すふ標なの 入 乎を予はあじ、より堂んで 
居6 〇 


幾つずこを1 a 巧邦產卿黯類サソリモドキに關しては追加すベき知ぶを持たな 
い。チの肺隙鶴な註灭恥每下な牛深 （ 中嵩雜巧な;の御厚意による） • 奄莱大掛:西 
仲抓.新林，ホ木あ）.沖挪本なけ），赌[巧な.す谐な（野厮崎附近， m 求附近， 


川平)， 西菜結 (祖納を，メーバラ川•祖 
納平.モ立アラント山）產等である。 
本穂の生態ホ面の觀察な誠に胁い。今回 
佐藤弗救雖巧の離糕を得たのは欣秋の至 
わである0 

本稿を革ずるに當り江岭锐51博ゴ:よわ 
文獻に摄品にあらゆる晤遇を與へられ 



わ0チの衷必惑佩する所である0技英通愤±，化藤が岐雄博女より もお:度なが 
ら調湿 L との便息を賊な每深謝して居る次樂である。 
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チの「日本產を嫁目あ轉鬚目」中に擧げなかつたもののみを列べる0 



C 98 ) 

1924 Gravel Y, F. H. Tartarides from the Siju Cave, Garo Hille, Assam 及、も 
Ind* Hus. vol* 五 xvj*, p し 1 ， pp. 61—62,1 fig. 

19 说打 iUon ， W. A. A New Whip-scorpioa from Cuba Pan-Pacific Entomol. 
voL ixi 110 . 2, pp> 91 — 谷 2 

1934 永が龜養本縣〔鹿兒鳥縣〕にてみ布上を意すべき動だ）鄉±獅時 
報〔糜兒島獅學會〕 no • もか . も 2 む g も 

1938 永井龜寶庸西諸島‘め動物を巧 鹿兒■島縣史蹟を総天然絶念物調査報當書 

第四輯 PP •が一52,1が. 

1938 山口鐵異サソリモドキの小觀'祭 鹿兒踪高等讓材游校陈物阔あ會會報 

vol. iii, no. 11, pp. 75 — 76 

1939 Chamberlinj K. V. A New Arachnid of the 0 der Pedipalpida Proc* 
Biol. Soc. Washington vo しじ i, pp., 王 23 — 12 も 1 むミ . 

1940 Kiistner, A. ピ corpio 打 es Kiikenthal und KrambacHs Handbuch der Zool- 

ogie dritter Band, zweite Halfte, vierzehnte Liefening, pp.117 — 240, 巧が . 
SS—222 

1941 轟島春雄目本の喊 g 嫁蟲蟲館報 no. I か PP. 王 -6 むが 

1941 高島卷稚日本產を撤 S 及脚趙目（附.な崎祕兰 南洋群島の據）博物 

學叢書の 1 册として近刊 

(1941 年7巧5曰） 


あ鉤類 Laniatores の繁殖と成長に伴ふ形態の變化 

云好保德 

(愛媛縣立が山窩等女學お） 

1 錐 音 

嘗蛛類は鹏化後何回かの脫化を經述して成體となるがその所要年月は種によ 
りて異る。しかしてをの間形態，色软模樣に著しい變化があ'つて種の形態の 
記載に當つてはホづをの療品が最後の脫あを經た成體であるかるかを確めねげ 





